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① 安田小学校でクマ学習会を行いました！

１２月２日（火）に安田小学校にてクマ学習会を行いました。４年生１２名と教員１名の計
１３名に参加してもらいました。安田小学校付近は今年度、頻繁にクマの目撃情報が報告され
ており、登下校中にクマに遭遇する可能性もあることから、学習会ではクマの生態や、クマに
出会わないための予防策、さらに万が一クマに遭遇した場合の適切な対応方法について学んで
もらいました。
益田市はクマの出没が多く、子供たちにもクマに関する知識がある程度浸透していると感じ
ました。実際に、児童たちはクマについての基本的な知識をすでに持っているようでしたが、
学習会の中で新たに知ってもらうこと事柄も多かったように感じました。また、万が一クマに
出会ってしまったとき身を守るための防御姿勢についても体験してもらうことができました。
特に、クマに遭遇したときの冷静な対応や予防策については、普段から意識しておくことが大
切だと感じてもらえたと思います。

学習会の様子

②林業講演会を開催しました！

１２月１１日（木）、ＮＰＯ法人活木活木森ネットワークの遠藤日雄理事⾧をお招きし、
「地方の林業・木材産業の今後の在り方とは？～需要縮小時代へ対応するために何が必要か
～」と題した講演会を、島根浜田ワシントンホテルプラザで開催しました。
遠藤理事⾧は、ＮＰＯ法人理事⾧としてだけでなく、国内の様々な林業関係団体の理事や委
員も務めるなど、多方面でご活躍され業界屈指の見識をお持ちの方であることから、業界の
方々の関心も高く、県西部の林業・木材産業の関係団体等を中心に約７０名が参加しました。
講演会では、住宅市場の縮小が避けられない中、国内需要（内需）と海外輸出（外需）の両
方を見据えた戦略が必須であること、段階的に準備を進め非住宅市場への参入を視野に入れる
こと、原木調達～生産～物流～流通販売の全過程で情報共有・連携・全体最適化を実現するた
めのサプライチェーンマネジメントの構築が必要であることなど、全国各地の事例を交えなが
ら話されました。講演後は、参加者から様々な観点からの質問があり、遠藤理事⾧と積極的に
意見交換を行い、理解を深めていました。
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